
 

訪問看護医療情報連携加算に係る掲示事項 
 

令和 8年度診療報酬改定により、ICTを活用して関係職種が記録した利用者様の診療情報等を共有・活用し、

計画的な訪問看護管理を行うことを評価する「訪問看護医療情報連携加算」が新設されました。 

訪問看護医療情報連携加算 1,000円／月 

当ステーションでは、メディカルケアステーション（MCS）等の ICTを活用し、在宅で療養を行っている通院

が困難な利用者様の診療情報等について連携機関と共有し、常時確認できる体制を整備しています。共有した情

報は、利用者様の状態把握、訪問看護計画の作成・見直し、療養上必要な支援および多職種連携に活用します。 

 

【情報共有における安全管理】 

情報共有にあたっては、個人情報保護法その他関係法令を遵守するとともに、厚生労働省の「医療情報システ

ムの安全管理に関するガイドライン」等を参考に、適切な情報管理および安全な通信環境の確保に努めていま

す。 

 

【主な連携機関】 

・医療法人社団爽縁会 ふたば在宅クリニック北千住 

・医療法人社団ときわ 赤羽在宅クリニック 

・柳原病院在宅診療部 

・やよい在宅クリニック 

・こまどりホームクリニック 

・ライフステージひびき 

・日の出指定居宅介護支援事業所 

・千住桜木薬局 

・みなみ薬局 等 

 

ICTによる情報共有は利用者様の同意を得て実施しています。利用者様の療養に必要な情報を関係職種が共

有・活用することで、より適切で切れ目のない訪問看護・療養支援につなげてまいります。 

令和 8年 9月 1日 

訪問看護ステーションはな千住 


